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(単位:千円)

予算 決算 差異 予算 決算

1,095,317 1,095,329 △ 12 1,786,726 1,781,457

33,675 33,667 8 384,834 365,949

12,723 12,481 242 187,108 175,458

1,352,890 1,358,094 △ 5,204 12,240 11,329

89,602 86,454 3,148 256,033 256,033

1,263,288 1,271,640 △ 8,352 164,486 164,486

0 0 0 63,213 62,921

94,423 91,210 3,213 105,831 105,831

1,618 1,617 0 153,024 163,027

77,583 77,825 △ 242

200,000 200,000 0

326,959 283,408 43,551

255,172 253,851 1,321

△ 425,776 △ 473,006 47,230 △ 83,927 △ 125,892

531,296 531,296 0 526,312 505,175

3,555,880 3,465,773 90,107 3,555,880 3,465,773

        　活 動 区 分 資 金 収 支 計 算 書
                    　　 令和 5年4月 1日から
                    　　 令和 6年3月31日まで      (単位:千円)

資金収支計算書は、学園の当年度における教育研究諸活動で生じた全ての資金の調達（収入）と使途
（支出）を明らかにし、支払資金の増減、年度末の現預金の残高を示すものである。

令和5年度 計算書類

資 金 収 支 計 算 書
令和 5年4月 1日から
令和 6年3月31日まで

Chibameitoku Since1925

　学校法人千葉明徳学園の令和5年度決算は、令和6年5月25日の理事会において承認後、同日、評議員会に
おいて報告された。以下にその内容を表す。なお、金額は千円未満、比率は小数点第2位を四捨五入し記載
しており、合計額が一致しない場合もある。

差異科目

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入

収入の部 支出の部

人 件 費 支 出 5,268

科目

　資金収支総額は、予算35億5,588万円に対し、9,010万7千円減の34億6,577万3千円となり、前年度に対し
4億5,939万1千円の減少となった。翌年度繰越支払資金は5億517万5千円を繰り越すこととなった。

教育活動による資金収支差額は、2億2,355
万7千円の収入超過、施設整備補助金収入や
施設・設備関係支出から算出する施設設備等
活動による資金収支差額は、1億2,679万9千円
の支出超過、立替金等の経過科目や借入金、
貸付金収支等から算出するその他の活動によ
る資金収支差額は、1億2,287万8千円の支出超
過となり、支払資金は2,612万1千円の減少と
なった。

支 出 の 部 合 計

手 数 料 収 入

寄 付 金 収 入

補 助 金 収 入

借 入 金 等 返 済 支 出

施 設 関 係 支 出

資 産 運 用 支 出

資 金 支 出 調 整 勘 定

11,651

911

0

雑 収 入

0

0

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金

そ の 他 の 収 入

前 受 金 収 入

資 金 収 入 調 整 勘 定

　  国庫補助金収入

　　地方公共団体補助金収入

18,885

41,965

21,137

90,107

借 入 金 等 利 息 支 出

借 入 金 等 収 入

資 産 売 却 収 入

前 年 度 繰 越 支 払 資 金

設 備 関 係 支 出

教 育 研 究 経 費 支 出

管 理 経 費 支 出

受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入

付随事業・収益事業収入

そ の 他 支 出 △ 10,003

292

収 入 の 部 合 計

金　額
収入     教育活動資金収入計 2,626,195
支出     教育活動資金支出計 2,322,864

303,331
△ 79,774

223,557
金　額

収入     施設整備等活動資金収入計 56,192
支出     施設整備等活動資金支出計 242,407

△ 186,215
59,416

△ 126,799
96,758

金　額
収入     その他の活動資金収入計 290,488
支出     その他の活動資金支出計 413,649

△ 123,161
282

△ 122,879
△ 26,121

531,296

505,175

教
育
活
動

に
よ
る
資
金
収
支

科　目

    差引
    調整勘定等
 教育活動資金収支差額

施
設
整
備
等
活
動

に
よ
る
資
金
収
支

科　目

    差引
    調整勘定等
 施設整備等活動資金収支差額

    小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額）

そ
の
他
の
活
動

に
よ
る
資
金
収
支

科　目

    差引

    翌年度繰越支払資金

    調整勘定等
 その他の活動資金収支差額

    支払資金の増減額（小計＋その他の活動資金収支差額）

    前年度繰越支払資金
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(単位:千円)

科目 予算 決算 差異 科目 予算 決算

学生生徒等納付金 1,095,317 1,095,329 12△  資 産 売 却 差 額 0 0

手 数 料 33,675 33,667 8 その他の特別収入 41,380 44,818

寄 付 金 12,718 14,807 2,089△  特 別 収 入 計 41,380 44,818

経 常 費 等 補 助 金 1,314,684 1,316,957 2,273△  科目 予算 決算

付 随 事 業 収 入 94,423 91,210 3,213 資 産 処 分 差 額 18,843 19,135

雑 収 入 76,333 76,555 222△  その他の特別支出 0 0

教 育 活 動 収 入 計 2,627,150 2,628,526 1,376△  特別支出計 18,843 19,135

科目 予算 決算 差異 特別収支差額 22,537 25,684

人 件 費 1,789,276 1,784,049 5,227 〔予備費〕

教 育 研 究 経 費 589,757 573,263 16,494

管 理 経 費 207,024 195,364 11,660

徴 収 不 能 額 等 0 0 0

教 育 活 動 支 出 計 2,586,057 2,552,676 33,381

教育活動収支差額 41,093 75,850 34,756△  

科目 予算 決算 差異

受取利息・配当金 1,618 1,617 0

教育活動外収入計 1,618 1,617 0

科目 予算 決算 差異 0 0

借 入 金 等 利 息 12,240 11,329 911

教育活動外支出計 12,240 11,329 911

教育活動外収支差額 10,622△  9,711△  911△  2,670,148 2,674,962

経常収支差額 30,471 66,138 35,667△  2,617,140 2,583,140

4,274,224△  0

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 4,479,088△  4,437,275△  

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

差異

292△  

0

292△  

差異

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部

3,439△  

基本金組入前当年度収支差額 53,008 91,822 38,814△  

41,813△  

0

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

4,814△  

34,000

教
育
活
動
外
収
支

事 業 活 動 収 入 計

事
業
活
動

収
入
の
部

事 業 活 動 支 出 計

令和5年度 計算書類 Chibameitoku Since1925

事業活動収支計算書は、財政の永続的な維持を図るため、毎年度の経営の状況を明らかにし、基本金に
組入れる額を控除した当該会計年度の諸活動に対応する全ての事業活動収入及び事業活動支出の均衡の状
態を明らかにするものである。資金収支との科目の違いは、資金収支計算書収入の部の借入金等収入以
下、支出の部の借入金返済等支出以下は事業活動収支計算書には記載されない。また、事業活動収支は資
金の収入支出を伴わない取引も計上するため、基本金、現物寄付金、退職給与引当金繰入額、減価償却費
等の科目が記載される。

事業活動収入２６億７,４９６万円に対し､事業活動支出は、２５億８,３１３万円となり､基本金組入前当
年度収支差額は、９,１８２万円の収入超過となった。（平成２４年度から１３期連続での収入超過）ま
た､当年度収支差額は、１億６,３０５万円の支出超過となった｡令和５年度決算は、教育活動収支差額が前
年比５,２９２万円の増加、それ伴い経常収支差額においても、前年比５,６１０万円の増加となった。

当 年 度 収 支 差 額 204,864△  163,051△  

前 年 度 繰 越 収 支 差 額

3,439△  

4,274,224△  

0

基 本 金 組 入 額 合 計

令和 6年3月31日まで

41,813△  

基 本 金 取 崩 額

257,872△  

事 業 活 動 収 支 計 算 書
令和 5年4月 1日から

2,999△  

教
育
活
動
収
支

3,147△  

254,872△  
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(単位:千円)

本年度末 前年度末 増減 本年度末 前年度末

4,147,973 4,143,598 4,375 819,747 888,747

3,986,573 3,998,729 12,156△  670,877 731,910

1,055,418 1,035,238 20,179 138,804 136,212

2,211,150 2,241,858 30,708△  10,067 20,625

297,452 317,225 19,772△  721,156 794,870

422,552 404,408 18,145 111,033 106,033

95,145 86,880 8,265 132,345 103,607

66,255 57,989 8,266 283,408 350,551

952 952 0 194,370 234,679

65,303 57,037 8,266 1,540,904 1,683,618

634,559 689,826 55,267△  7,678,903 7,424,030

505,175 531,296 26,121△  4,437,275△  4,274,224△  

124,070 152,816 28,746△  3,241,628 3,149,806

5,313 5,714 401△  

4,782,532 4,833,424 50,892△  

　その他の固定資産

基 本 金

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

流 動 資 産

40,309△  

142,714△  

純 資 産 の 部 合 計

繰 越 収 支 差 額

預 り 金

91,822

令和 6年 3月31日現在

長 期 未 払 金 10,559△  

5,000

負 債 の 部 合 計

28,738

67,143△  

Chibameitoku Since1925

固 定 資 産

　有 形 固 定 資 産

科目

そ の 他

固 定 負 債

流 動 負 債

69,000△  

61,033△  

増減

254,872

土 地

前 受 金

現 金 預 金

資 産 の 部 合 計
50,892△  

科目

　特　　定　　資　　産

長 期 借 入 金

退 職 給 与 引 当 金

短 期 借 入 金

未 払 金

建 物

構 築 物

そ の 他

そ の 他

未 収 入 金

163,051△  

4,782,532 4,833,424

　《資産の部》
固定資産は４１億４,７９７万円となり、前年度比４３７万円の増となった。有形固定資産は取得２億２,
９８１万円、除却(資産の廃棄)は５,３４９万円、減価償却累計額を差し引いた有形固定資産は前年度比
１,２１５万円減の３９億８,６５７万円、特定資産は８２６万円増の９,５１４万円、その他の固定資産は
８２６万円増となった。特定資産では、短期大学での改修工事に充当した２号基本金特定資産の取崩しを
計上、１００周年記念事業引当特定資産の継続計上、また新たに保育施設での施設設備引当特定産の計
上、その他固定資産の増加は、有価証券の増加で、千葉市令和５年度第４回公募公債１,０００万円の購入
を行った。
流動資産は６億３,４５５万円となり、前年度比５,５２６万円減少した。
流動資産の主な構成比率は、現金預金７９.６％、未収入金１９.５%、その他０.９%、未収入金は専任教職
員の退職者数・授業料等の徴収状況・補助金の入金時期により大幅に増減する。令和４年度の総資産額
は、前年度比５,０８９万円減少の４７億８,２５３万円となった。

 《負債の部》
固定負債は８億１,９７４万円となり、前年度比６,８９９万円減となった。流動負債は７億２,１１５万円
となり、前年度比７,３７１万円減となった。長期借入金は、新たに５,０００万円を借り入れ、長期の借
入残高６億７,０８７万円となった。返済期限１年未満の長期借入金１億６０３万３千円を返済し、長期借
入金からの次年度返済予定の１億１,１０３万３千円の増加で１億１,１０３万３千円の残高となった。令
和４年度の負債の部合計は、前年比１億４,２７１万円減少の１５億４,０９０万３千円となった。

 

 

資産の部

令和5年度 計算書類

貸  借  対  照  表

負債の部

電 話 加 入 権

2,592

73,714△  
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(単位:千円)

金額 金額

3,986,573 819,747

1,055,418 670,877

2,211,150 138,804

297,452 10,067

176,947

12,704 721,156

154,196 　短期借入金 111,033 　市中金融機関等

78,705 　未　払　金 132,345 　未払人件費、共済掛金等

　前　受　金 283,408 　入学金等

795,959 　預　り　金 194,370 　共済掛金預かり金他

505,175

95,145

52,266

124,070

19,303

4,782,532 1,540,904

負債

合計

摘要 摘要

　手許現金・市中金融機関預金

　車輌・建設仮勘定

　校舎等　　　21,754㎡

　校門・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ等

　生徒机・椅子等

　机・書架等

固定負債

　長期借入金

　退職給与引当金

　長期未払金

　その他基本財産

運用財産

　現金預金

　特定預金

正味財産（資産額）－（負債額） 3,241,628

　69,985冊

　有価証券

　未収入金

　その他運用財産 　前払金等

　建　　物

　私学事業団・市中金融機関

令和 6年 3月31日現在

流動負債

資産

　補助金等

合計

　校地等　　157,854㎡　

財 産 目 録

　第２号基本金引当特定資産他

　債券、株式

科目

　構 築 物

　教育研究用機器備品

　管理用機器備品

　図　　書

科目

令和5年度 財産目録 Chibameitoku Since1925

基本財産

　土　　地
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令和５年度 監事監査報告書 Chibameitoku Since1925
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計算書類

資金収支計算書

活動区分資金収支計算書

事業活動収支計算書

事業活動の３区分

資金収支と事業活動収支の主な科目の違い

教育研究経費と管理経費の判断

貸借対照表

基本金

　　第１号基本金

　　第２号基本金

　　第３号基本金

　　第４号基本金

「学校の基本金」と「一般企業の資本金」の相違点

奨学金等の基金として継続的に保持するために組入れた額

必要な運転資金を常時保持するため恒常的に保持すべき資金として別に文部科学大臣の定める額

　国または地方公共団体から経常費補助金の交付を受ける学校法人は私立学校振興助成法第１４条の定めにより「学校法人
会計基準」に基づき、「資金収支計算書」｢活動区分資金収支計算書｣「事業活動収支計算書」「貸借対照表」及び附属内訳
表と明細表を計算書類として作成し、公認会計士または監査法人による監査を受けて、所轄庁に届出することが義務づけら
れている。また、私立学校法によりこれらを公開することも求められている。　　　※都道府県知事を所轄庁とする学校法
人は活動区分資金収支計算書の作成義務はない。

経常的な収支　　　｢教育活動収支｣

臨時的な収支　　　｢特別収支｣　特殊な要因により一時的に発生した臨時的な事業活動収支
　　　　　 　　 　｢教育活動外収支｣　資金調達、資産運用に係る活動及び収益事業に係る事業活動収支

一般企業の「資本」とは企業の純資産(自己資本)、すなわち総資産から負債を差し引いた額である。この純資産から法定
準備金及び余剰金を除いたものが「資本金」である。株式の発行総額が資本金となる。一方、基本金の意味は「学校法人が
その諸活動に基づき必要な資産を継続的に保持するために維持すべきものとし事業活動収入から組み入れた金額を基本金と
する」となっており、基本金というストック資金があるわけではなく、貸借対照表で記載されている固定資産の取得や施設
計画に基づく積立のために、すでに投下されている資金の状態を表したものである。

設立当初や新たな学校の設置、既存校の拡充のために寄付又は自己資金で取得した固定資産の額

将来に計画している施設・設備の取得のために先行的、計画的に実際に積立てた額

企業会計の資本金とは異なる学校法人独自のもので、学校法人の諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に保持するた
めに事業活動収入から組入れた額。第１号から第４号までの４種類がある。

Chibameitoku Since1925

活動区分資金収支計算書
資金収支計算を組み替え、収入と支出の資金の流れを｢教育活動｣、施設、施設の取得又は売却他これらに類する活動の｢施設
整備等活動｣、資金調達関係や前２項目に計上している以外の活動として｢その他の活動｣の３つの活動区分ごとに表したもの
である。

　年度末の資産・負債・純資産の部で構成され、年度末時点での財政状態の健全性と資産の保有状況を表すものである。

当該会計年度の諸活動の全ての収入と支出と資金の増減の顛末を表すもの。期末未収入金（翌年度以降に入金される収入）
と前期末前受金（前年度に入金された新入生等の納付金収入等）は資金収入調整勘定で、期末未払金（翌年度以降に支払う
支出）と前期末前払金（前年度に支払った支出）は資金支出調整勘定で調整し、当年度の活動が資金の動きから示される。

文部科学省通知雑管118号に管理経費として限定列挙されている７項目以外は、主たる使途に従って教育研究経費と管理経
費へと分けるものとしている。

資金収支にあって事業活動収支にない科目は、借入金収入・前受金収入・その他の収入・資金収入調整勘定・前年度繰越
支払資金・ 借入金等返済支出・施設関係支出・設備関係支出・資産運用支出・その他の支出・資金支出調整勘定・翌年度
繰越支払資金などである。事業活動収支にあって資金収支にない科目は現物寄付金・退職給与引当金繰入額・減価償却費・
資産処分差額・徴収不能額などである。

学校会計用語解説

会計基準第15条「学校法人は、毎会計年度、当該会計年度の｢教育活動｣、｢教育活動以外の経常的な活動｣、｢それ以外の活
動｣に対応する事業活動収入及び事業活動支出の内容を明らかにするとともに、当該年度において基本金に組入れる額を控除
した当該会計年度の諸活動に対応する全ての事業活動収入及び支出の均衡の状態を明らかにするため、事業活動収支計算を
行うものとする」となっている。つまり、資産や用役の消費額を計算した事業活動支出と負債とならない収入を計算した事
業活動収入を対照し両者の均衡状況を｢基本金組入前収支差額｣として明らかにし、その差額から基本金組入額を控除した｢当
年度収支差額｣としての均衡状態も明らかにしたものである。
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